
様式第６号

組織名：さわやかクラブやいづ連合会　市連合会

仲間づくり推進
チェック表項目

年月日 内　    　　　 　容

　１　実施方針と
　　　組織づくり

R5.8月29日 （推進組織構成メンバー）
・三役・支部長・単位クラブ会長・女性委員・若手委員
・さわやかクラブの全てのイベントに参加してもらい加入を勧めていく。
・チラシ等の利用
・単位クラブと自治会との連携強化

　２　現状把握

R5.8月 ・現在のクラブ数会員数の把握：20クラブ750名
・地域での対象人数の概要把握
　各地区ごと10名×20クラブ＝200名

　３　目標設定 R5.8月

・再興クラブが１クラブ確実となる（22名）
・R５.8月～R5.11月理事会までの期間で
　　　100名の増加を想定している。

　４　運　　　動

R5.9月
R5.10月
R5.11月

・左記期間を加入促進月間として
・単位クラブの会長、副会長、女性部長が中心となってチラシの配布、
　訪問によるイベント参加の声掛け等加入促進を回して行く。
・各地区で休会しているクラブ役員に声掛けをして、加入促進チラシと
　現在のクラブの現状を説明。
　特に、バス利用の利便性が向上していることを訴えつつ再加入を勧
　める。
・会長・副会長が出張して行っている。（ターゲット：大富地区30名）
・輪投げ大会、グラウンドゴルフ大会、芸能祭などのイベントの折に
　未加入者へ加入の勧め呼びかけを行っている。

・会員加入促進で顕著な効果があるのは
　グラウンドゴルフ大会が最大です。
　参加をしたいという未加入者を参加を条件に加入を勧めている。
　また、輪投げ大会の出場でも効果があり、出場をしたくて個人加入
　する者が増加している。
・単位クラブでの退会者が減っているので、今後このまま、退会者が
　減れば、会員増に転じるものと思われる。

　
 注：この表は、「仲間づくり推進チェック表」の実施明細として記録して下さい。

クラブ解散・休会等再興支援モデル事業実施記録（令和　5年度）			



【活動の様子】

今後大いに活用したい会員加入促進チラシ

加入促進活動者会議の様子



高齢者のニーズが高い情報発信は加入促進にも有効です。（勧誘の際の資料として利用）

寿大学の講義内容（認知症予防）コグニサイズで楽しく認知症予防

　　　　　　　　常葉大学・健康科学部・看護学科　白石葉子　先生


